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 ご 

挨 

拶 

理
事
長 

吉 

永 

龍 

暘 

会  

長 

吉 

永 

龍 

奏 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、 

良
い
お
正
月
を
お
迎
え
の
事
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
、
南
洲
吟
道
会
の
た
め
に
ご
尽
力
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
も
五
類
と
成
り
、
お
稽
古
や
発
表
の
場
も
平
常
に
戻
り
つ
つ
有
り
ま
す
。

皆
様
も
、
ご
自
分
の
活
動
の
場
を
見
い
だ
す
事
が
出
来
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
お
い
て
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

当
会
は
、
本
年
五
十
周
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
、
四
月
七
日
（
日
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
『
南
洲
吟
道
会
創
立
五
十
周
年
記
念
大
会
（
感
謝
の
集
い
）
』
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
く
の
会
員
各
位
の
お
力
添
え
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
月
末
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
完
成
予
定
で
す
。
引
き
続
き
、
各
々
の
信
念
を
貫
け
る
べ

く
、
ま
た
成
功
に
向
け
て
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
成
功
裏

に
終
わ
り
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
入
会
員
も
増
え
心
強
く
思
い
ま
す
が
、
不
健
康
の
た
め
に
退
会
さ
れ
る
方
も
多
く 

あ
り
ま
す
。「
詩
吟
を
吟
ず
る
と
こ
ろ
病
気
無
」
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
設
教
場
の
ご
案
内 

鷺
宮
奏
音
教
場 

令
和
五
年
九
月
九
日
発
会
式
。
指
導
者
は
吉
永
龍
奏
先
生
、
教
場
は
鷺
宮
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
す
。
茂
呂
真
龍
さ
ん
が
開
設
に
奮
闘
努
力
さ
れ
ま
し
た
。 

船
橋
第
二
教
場 

令
和
五
年
九
月
二
十
五
日
開
設
。
指
導
者
は
斎
藤
龍
優
先
生
、
教
場
は
ご
自
宅
で
す
。 
 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

（
前
回
５８
号
掲
載
以
降
分
） 

 

武
井
征
樹
様 

 

鷺
宮
奏
音
教
場
に
令
和
五
年
八
月
四
日
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。 

大
北
正
子
様 

 

船
橋
第
二
教
場
に
令
和
五
年
九
月
二
十
八
日
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。 

市
橋
富
子
様 

 

国
分
寺
会
に
令
和
五
年
十
一
月
十
四
日
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。 

内
川
研
一
郎
様 

習
志
野
会
に
令
和
六
年
一
月
一
日
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
令
和
五
年
度
南
洲
吟
道
会
夏
季
吟
道
温
習
会 

日
時
令
和
五
年
七
月
四
日
（
火
）
野
方
区
民
ホ
ー
ル 

 
 

出
席
者
（
敬
称
略
） 

 

吉
永
龍
暘  

大
橋
裕
史  

横
塚
克
明  

渡
辺 

武 
  

齋
藤
和
吟  

中
村
眞
吟  

長
島
勝
洲  

澤
口
三
洲 

秋
山
政
洲  

中
川
晋
水  

小
櫻
梢
水  

安
齊
治
水 

新
妻
眞
水  

大
滝
和
城  

春
山
美
城  

野
澤
純
祥 

吉
澤
強
祥  

佐
藤
千
祥 

早
乙
女
恵
龍 

茂
呂
真
龍 

手
塚
憲
龍  

小
室
慶
龍  

戸
田
進
龍  

吉
澤
麗
龍 

 

齊
藤
龍
優  

山
田
龍
瓔  

曽
根
龍
富  

稲
葉
龍
誠 

大
塚
龍
優  

藤
田
龍
香  

西
谷
龍
邦  

永
田
龍
游 

赤
池
龍
徳  

安
永
龍
珀  

萩
野
進
龍  

猪
浦
龍
雅 

加
藤
龍
孝  
菊
田
龍
瑞  

児
玉
龍
智  

長
友
龍
瑤 

吉
永
龍
奏
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
順
） 

 

＊
次
項
以
降
、
催
事
参
加
者
の
敬
称
は
略
し
ま
す
。 

 

西郷南洲翁揮毫 

 
 

会 

報 

「
敬
天
愛
人
」
第
五
十
九
号 

 

発
行
日 

 

令
和
六
年
一
月
十
五
日 

編
集
人 

 

南
洲
吟
道
会 

広
報
局 

 
 
 

発
行
人 

 

理
事
長 

吉
永
龍
暘
・
会
長 

吉
永
龍
奏 

 
 

発
行
所 

 

〒
一
六
五-

〇
〇
三
五 

東
京
都
中
野
区
白
鷺
二-

三
四-

五 

団
体
名 

 

公
益
社
団
法
人 

日
本
吟
道
学
院
公
認 

南
洲
吟
道
会 
 
 
 
 

 
 
 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
〇
三-

三
三
三
〇-

七
〇
〇
九 

ホームページ検索 

南洲吟道会と入力 
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◆
令
和
五
年
度 

 

第
五
十
九
回
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
地
区
決
選
会 

 
 

日
時 

 
 

令
和
五
年
七
月
十
七
日
（
祝
・
月
）
午
前
十
時 

 
 

会
場 

 
 

板
橋
区
立
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル 

参
加
者  
第
一
部 

足
立
恵
美
佳
（
準
優
勝
）  

 

第
三
部 

中
川
晋
也 

第
四
部 

野
澤
純
子 

茂
呂 

肇
（
第
三
位
入
賞
） 

永
田
敦
子 

 

応
援 

  

吉
永
龍
暘 

菊
田
龍
瑞 

小
櫻
梢
水 

 

◆
日
本
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
地
区
予
選
会 

日
時 

 

令
和
五
年
七
月
二
十
二
日
（
土
）
十
三
時 

 

会
場 

小
松
川
区
民
会
館
ホ
ー
ル 

漢
詩
・
六
段
以
下
の
部 

  

中
村
眞
一 

安
齊
治
夫 

中
川
晋
也 

澤
口
三
夫 

足
立
英
美
佳 

和
歌
の
部  

 
 
 
 
  
 
 
 
  

小
櫻 

梢 

岩
井
ミ
イ
子 

藤
田 

幸 
 

漢
詩
・
奥
伝
以
上
の
部 

  

齊
藤
小
夜
子 

吉
澤 

強 

猪
浦
雅
之 

茂
呂 
肇 

山
田
惠
美
子 

 

西
谷
邦
江 

永
田
敦
子 

野
澤
純
子 

◎
入
賞
者 

東
京
地
区
十
八
名
入
賞
の
内
、
南
洲
吟
道
会
は
五
名
合
格
で
す
。 

和
歌
の
部 

 

岩
井
ミ
イ
子 

小
櫻 

梢 

奥
伝
以
上
の
部 

 

山
田
惠
美
子 

茂
呂 

肇 

猪
浦
雅
之 

 

審
査
員
・
講
評 

奥
伝
以
上
の
部 

吉
永
龍
暘 

 

「
発
祥
の
詩
」
先
導 

猪
浦
龍
雅 

各
部
署
役
員 

音
響 

吉
永
龍
奏 

菊
田
龍
瑞 

長
友
龍
瑤 

小
櫻
梢
水 

 
 
 
 

  
 

舞
台 

手
塚
憲
龍 

中
川
晋
水 

応
援 

児
玉
龍
智 

加
藤
龍
孝 

佐
藤
千
祥 

岩
井
お
嬢
様 

秋
本
様 

 

◆
令
和
五
年
度 

伝
統
文
化
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

日
時  

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
六
日
（
土
） 

会
場 

野
方
区
民
ホ
ー
ル  

 
 

参
加
者 
 

猪
浦
雅
之
（
優
秀
賞
） 

茂
呂 

肇
（
優
秀
賞
） 

永
田
敦
子
（
優
秀
賞
） 

山
田
惠
美
子 

野
澤
純
子 

吉
澤 

強 

 
 

役
員 

  
 

長
友
龍
瑤 

◆
夏
季
大
学 

日
時    

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日
（
金
）
～
二
十
六
日
（
土
） 

会
場  

  

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

受
講
者 

吉
永
龍
暘 

吉
永
龍
奏 

菊
田
龍
瑞 

手
塚
憲
龍 

長
友
龍
瑤 

 

加
藤
龍
孝 

齊
藤
龍
優 

大
塚
龍
優 

山
田
龍
瓔 

秋
山
政
水 

 
 ◆Kakuyoh-Kai  

薩
摩
琵
琶
・
演
奏
会
＆
演
奏
体
験 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

春 

日
時 

  

令
和
五
年
九
月
十
七
日
（
日
） 

会
場 

  
TheaterCafe

＆DiningProscenium 
 

高
円
寺
南 

主
催 

  
Kakuyoh-Kai 

吉
永
鶴
奏
門
下
生
有
志 

演
目 

  

祇
園
精
舎 

月
下
の
陣 

蓬
莱
山 

エ
レ
キ
琵
琶
他  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

蓬
莱
山   

応
援 

  

吉
永
鶴
暘 

長
友
暘
瑤 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆
令
和
五
年
本
会
秋
季
昇
段
審
査
会  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
導
局 

日
時   

令
和
五
年
九
月
十
八
日
（
月
）
十
四
時  

会
場 

白
鷺
高
齢
者
会
館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

審
査
結
果
発
表 

 

初
段 

横
塚
克
吟 

初
段 

渡
辺
武
吟 

中
伝 

秋
山
政
水 

五
段 

中
川
晋
水 

奥
伝 

小
櫻
梢
城 

十
段 

手
塚
憲
龍 

範
師 

小
室
慶
龍 

以
上
の
方
々
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。 

 

◆
薩
摩
琵
琶
鶴
田
流 

友
吉
鶴
心
門
下
生
研
修
の
会 

「
花
一
重
」 

日
時 

  

令
和
五
年
九
月
二
十
四
日
（
日
） 

会
場 

銕
仙
会
能
楽
研
修
舞
台 

出
演
者 

吉
永
鶴
奏 

長
友
暘
瑤 

応
援 

 

吉
永
龍
暘 

大
塚
龍
優 

西
谷
龍
邦 

茂
呂
真
龍 

伊
藤
奏
囀 

 

中
川
晋
水 

 

◆
長
友
倫
夫
リ
サ
イ
タ
ル 

日
時 

  
令
和
五
年
九
月
二
十
八
日
（
木
） 

会
場 

八
王
子
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル 

応
援 

  

吉
永
龍
暘 

吉
永
龍
奏 

手
塚
憲
龍 

西
谷
龍
邦 

大
塚
龍
優 

 

稲
葉
龍
誠 
山
田
龍
瓔 

齊
藤
龍
優  

吉
澤
強
祥 
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◆
東
京
地
区
連
合
会 

吟
詠
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
壮
心
の
集
い 

日
時 

令
和
五
年
十
月
八
日
（
日
）
十
時
三
十
分 

 
 

会
場 

小
松
川
区
民
館 

独
吟 

 
児
玉
龍
智  

菊
田
龍
瑞 

 

永
田
龍
游 

 

西
谷
龍
邦 

 

山
田
龍
瓔  

齋
藤
龍
優 

小
室
慶
龍  

茂
呂
真
龍  

野
澤
純
祥 

 

小
櫻
梢
水 

 

中
川
晋
水 

連
吟 

「
山
中
の
月
」
菊
田
龍
瑞
・
茂
呂
真
龍  

「
日
本
を
愛
す
」
加
藤
龍
孝
（
欠
席
）
・
齊
藤
龍
優 

 
 

詩
舞 

「
楓
橋
夜
泊
」
吟
・
菊
田
龍
瑞 

舞
・
西
谷
宗
苑 

歌
謡
吟
詠 

「
山
行
」
女
子 

 

「
武
田
武
士
」
三
田
・
琵
琶
小
櫻
暘
梢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
員 

 

吉
永
龍
奏 

長
友
龍
瑤 

 

応
援 

吉
永
龍
暘 

大
塚
龍
優 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

 

◆
第
６０
回
国
分
寺
市
民
文
化
祭
吟
詠
剣
詩
舞
大
会 

日
時 

 

令
和
五
年
十
月
八
日
（
日
）
会
場 

国
分
寺
市
立
い
ず
み
ホ
ー
ル 

参
加
者 

安
齊
治
水 

春
山
美
城 

岩
田
幸
祥 

吉
澤
強
祥 

杉
本
陽
祥 

佐
藤
千
祥 

 

手
塚
憲
龍 

猪
浦
龍
雅 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
玉
龍
吟
道
会
創
立
四
十
五
周
年
記
念
吟
道
大
会 

日
時 

  

令
和
五
年
十
月
九
日
（
祝
・
月
）
会
場 

和
光
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

 
 

出
席
者  

吉
永
龍
奏
「
春
日
の
局
」 

 

◆
令
和
五
年
度
日
本
吟
道
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
＆
第
２７
回
日
本
吟
道
名
吟
大
会 

日
時 

令
和
五
年
十
月
十
二
日
（
木
） 

会
場 

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア 

全
国
十
一
地
区
で
予
選
を
通
過
さ
れ
た
九
十
四
名
代
表
吟
士
の
方
々
が
日
頃
の
鍛
錬

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
五
名
が
東
京
地
区
代
表
で
出
演
。 

漢
詩
奥
伝
の
部   

茂
呂 

肇
「
大
楠
公
」 

山
田
惠
美
子
「
母
を
奉
じ
て
嵐
山
に
遊
ぶ
」
（
第
六
位
） 

猪
浦
雅
之
「
九
月
十
三
夜
陣
中
作
」 

 
 

和
歌
の
部 

 
 
 

岩
井
ミ
イ
子
「
心
な
き
」 

小
櫻 

梢
「
白
鳥
は
」 

 

名
吟
大
会  

特
別
構
成
番
組 

朗
吟
讃
歌 

「
終
始
一
貫
」
日
本
吟
道
四
冠
吟
士
権
者
と
し
て
菊
田
龍
瑞
出
演 

皆
様
の
活
躍
に
感
謝
致
し
ま
す
。(

龍
暘) 

             

◆
訃
報 

森
豪
神
先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
令
和
五
年
十
一
月
八
日
、
日
本
吟
道
学
院
最
高
顧
問
・
森
豪
神
先
生
が
八
十
五
歳
で
肺 

炎
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
会
へ
五
十
周
年
の
お
祝
辞
を
十
一
月
二
日
に
お
書
き
頂
き
、
十
一
月
七
日
に
着
き
ま

し
た
。
そ
れ
な
の
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
の
教
え
を
心
に
留
め
、
吟
道
普
及

に
全
力
で
努
め
ま
す
。
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
告
別
式
は
十
三
日
、
栴
檀
会

館
に
て
執
り
行
わ
れ
、
大
宮
聖
苑
に
て
荼
毘
に
付
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
長
・
吉
永
龍
暘
、

副
会
長
・
菊
田
流
瑞
、
藤
田
龍
香
が
参
列
致
し
、
南
洲
吟
道
会
一
同
と
吉
永
龍
暘
・
龍
奏

連
名
に
て
お
生
花
を
お
供
え
致
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

歌謡吟詠「山行」南洲女子 

「楓橋夜泊」吟・菊田龍瑞 舞・西谷宗苑 

「武田武士」吟・茂呂真龍・中川晋水  
琵琶・小櫻暘梢 

コンクール 6 位入賞 山田恵美子さん 

岩井ミイ子さん 
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◆
南
関
東
地
区
指
導
者
講
習
会 

日
時 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
・
木
） 

会
場 

小
松
川
区
民
館 

出
席
者 

吉
永
龍
暘 

吉
永
龍
奏 

菊
田
龍
瑞 

猪
浦
龍
雅 

永
田
龍
游 

山
田
龍
瓔 

内
容 
「
吟
道
・
ひ
と
か
た
に
・
憂
き
こ
と
の
・
希
望
・
不
動
の
心
・
水
五
則
」 

 

◆Kakuyoh-Kai  

薩
摩
琵
琶
・
演
奏
会
＆
演
奏
体
験 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

冬 

日
時 

令
和
五
年
十
二
月
三
日
（
日
）
十
三
時
開
演 

会
場 

cr
ot
c
h
e
t

／c
a
f
é
(

東
京
・
阿
佐
ヶ
谷
） 

ネ
コ
ビ
ル 

《
演
奏
曲
目
》 

蓬
莱
山
・
坂
本
龍
馬
を
思
う
・
薩
摩
琵
琶
弾
法
他 

《
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》 

祇
園
精
舎 

  
《
エ
レ
キ
琵
琶
》
ま
つ
い
え
と
こ 

 
 

 

応
援 

吉
永
鶴
暘
・
茂
呂
真
龍
・
秋
山
政
水
・
中
川
晋
水 

 

 

出
演 

吉
永
鶴
奏
・
小
櫻
暘
梢
・
松
井
奏
悦
・
伊
藤
奏
轉
・
坂
本
奏
白
・
羽
田 

遥 

 

◆
琵
琶
の
會 

第
四
回
時
分
の
花 

吉
永
鶴
奏 

日
時 

令
和
五
年
十
二
月
十
七
日
（
日
）
会
場 

東
京
青
山
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
能
舞
台 

曲
目 

琵
琶
／
蓬
莱
山
（
合
奏
）
・
大
楠
公 

吟
／
東
照
公
遺
訓
他 

 

教
場
だ
よ
り 

今
、
船
橋
教
場
を
語
る
時
に
思
う
こ
と 

 
 
 
 

船
橋
教
場 

加
藤
龍
孝 

 

船
橋
教
場
は
吉
永
洲
神
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
。「
吟
道
精
神
」
吟
道
は
・
・
・
・

と
力
強
く
、
全
員
が
一
斉
に
朗
唱
で
始
ま
り
ま
す
。
昭
和
六
十
年
秋
で
す
。 

 

私
は
札
幌
の
旭
松
流
会
で
中
伝
ま
で
学
び
、
夫
の
転
勤
で
船
橋
に
住
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
偶
然
、
吟
道
学
院
の
教
典
を
書
店
で
手
に
し
、
本
部
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
船
橋

教
場
が
あ
り
、
指
導
者
が
吉
永
洲
神
先
生
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
早
速
尋
ね
、

２
名
（
故
川
口
清
嘉
さ
ん
と
私
）
が
入
会
し
ま
し
た
。
当
時
の
会
員
は
少
な
く
、
お
そ
ら

く
５
人
ほ
ど
で
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
、
昇
段
審
査
を
受
け
、
初
伝
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

正
式
に
南
洲
吟
道
会
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
南
洲
吟
道
会
と
本
部
主
催
の
事

業
、
研
修
、
講
習
、
発
表
会
な
ど
に
参
加
し
、
長
い
年
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
時
間
と
共
に
、

素
晴
ら
し
い
先
輩
方
や
仲
間
に
恵
ま
れ
、
育
て
ら
れ
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
師
範

に
な
り
、
西
船
教
場
を
開
設
し
ま
し
た
。
千
葉
に
次
々
と
愛
吟
者
も
増
え
、
二
俣
、
習
志

野
、
湊
、
小
林
教
場
と
次
々
に
開
設
が
続
き
ま
し
た
。 

 

洲
神
先
生
、
龍
暘
先
生
、
龍
奏
先
生
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
先
生
方
の
も
と
で
、
本
当

に
充
実
し
た
格
調
高
い
吟
詠
を
学
び
、
吟
界
で
羨
ま
し
が
ら
れ
る
事
し
き
り
で
し
た
。 

 

ま
た
、
多
く
の
先
輩
方
と
の
別
れ
に
も
遭
遇
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
「
人
の
道
」
を
学
ぶ

重
要
性
を
心
に
刻
ん
で
い
ま
す
。 

 

洲
神
先
生
の
指
導
に
は
「
未
働
委
縮
」「
過
働
委
縮
」
と
の
言
葉
で
、「
よ
く
考
え
て
取

り
組
ま
ね
ば
」
と
の
教
え
が
あ
り
、
教
室
で
は
日
本
国
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
吟
題
の
意
味
、

歴
史
的
背
景
、
人
物
の
立
場
な
ど
、
資
料
な
ど
も
学
び
な
が
ら
、
毎
回
、
深
い
学
び
の
あ

る
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
休
ん
だ
ら
損
‼
と
い
つ
も
思
い
ま
し
た
。
終
了
後
は
必

ず
、
酒
吟
飲
食
会
が
開
か
れ
、
楽
し
く
真
顔
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
会
に
な
り
ま
し
た
。
素

朴
な
質
問
や
体
験
談
が
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
、
最
高
の
解
放
さ
れ
た
雰
囲
気
の
船
橋

教
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
幸
せ
な
船
橋
教
場
で
の
日
々
に
感
謝
し
、
こ
れ
ら
の
思
い
出

を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
二
俣
教
場
の 

を
齊
藤
龍
優
さ
ん
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
。 

 

         

 
船橋教場① 

船橋教場② 

船橋教場③ 
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今
の
船
橋
教
場
に
合
流
し
た
二
俣
教
場
は 

 
 
 

船
橋
教
場 

齊
藤
龍
優 

平
成
三
年
二
月
に
二
俣
教
場
が
発
足
し
ま
し
た
。 

 

陸
・
海
・
空
の
自
衛
隊
、
労
働
省
、
総
理
府
の
官
舎
が
３２
棟
あ
り
、
幼
稚
園
、
小
学
校

も
敷
地
内
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
官
舎
集
会
所
に
洲
神
先
生
、
龍
暘
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
龍
暘
先
生
の
祝
吟
を
聞
い
て
感
動
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

官
舎
の
各
棟
階
段
入
口
に
募
集
の
チ
ラ
シ
を
貼
り
ま
し
た
。
単
身
者
や
子
育
て
中
の
方

が
多
く
、
集
ま
っ
た
の
は
６
人
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。 

 

初
代
指
導
者
は
、
雲
瀬
先
生
。
一
年
で
転
勤
に
な
り
、
そ
の
後
は
吉
永
龍
奏
先
生
（
当

時
お
嬢
様
先
生
）。
結
婚
に
よ
り
通
え
な
く
な
り
、
加
藤
先
生
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
次

に
加
藤
先
生
の
ご
主
人
の
転
勤
で
洲
神
先
生
の
船
橋
教
場
に
移
籍
に
な
り
ま
し
た
。 

 

お
稽
古
の
後
に
、
お
食
事
会
や
飲
み
会
と
洲
神
先
生
を
中
心
に
し
て
の
和
や
か
な
ひ
と

時
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
広
瀬
先
生
、
現
在
加
藤
先
生
で
す
。
気
が

付
け
ば
、
二
俣
教
場
出
身
は
私
一
人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

令
和
五
年
十
月
よ
り
船
橋
第
二
教
場
が
誕
生
し
ま
し
た
。
感
謝
で
す
。
次
に
つ
な
げ
ま

す
。
会
員
募
集
中
で
す
。 

 

会
員
だ
よ
り 

無
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍
暘
会 
西
谷
龍
邦 

『
言
う
べ
き
と
き
を
知
る
人
は
、
ま
た
黙
す
べ
き
と
き
を
知
る
』
。
小
学
校
卒
業
時
に
担

任
の
先
生
が
ク
ラ
ス
の
全
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ

の
時
、
私
に
下
さ
っ
た
も
の
で
す
。 

病
弱
だ
っ
た
私
は
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
口
に
す
る
前
に
周
り
が
気
を
き
か
せ
、
処
理

を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
言
葉
に
出
し
た
り
、
行
動
し
た
り
す
る
事
が
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
仲
良
し
の
仲
間
で
遊
ぶ
と
き
も
、
声
を
出
さ
ず
と
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

何
十
年
も
続
く
友
達
か
ら
「
邦
江
ち
ゃ
ん
は
あ
ま
り
話
さ
な
か
っ
た
よ
ネ
」
と
、
言
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
ご
近
所
の
方
か
ら
「
詩
吟
の
教
室
を
始
め

た
の
で
、
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
」
と
お
声
が
け
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
三
十

数
年
お
稽
古
を
続
け
て
い
ま
す
。
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
で
、
気
分
が
爽
快
に
な
り
、
思

っ
て
い
る
事
を
口
に
出
す
楽
し
さ
も
知
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

前
出
の
言
葉
を
下
さ
っ
た
先
生
、
音
痴
の
私
を
根
気
強
く
指
導
し
て
く
だ
さ
る
吉
永
先

生
に
感
謝
し
つ
つ
、
残
り
の
青
春
を
、
快
適
で
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

令
和
五
年
日
本
吟
道
全
国
大
会 

 

吟
行
研
修
会
こ
ぼ
れ
ば
な
し 

 
 

龍
暘
会 

永
田
龍
游 

 

若
き
ら
に 

お
さ
な
混
じ
り
て 

ひ
た
む
き
に 

 

「
さ
く
ら
」
吟
唱 

ミ
ル
ハ
ス
の
杜 

於 

あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス 

  

猛
威
を
振
る
っ
た
コ
ロ
ナ
騒
動
も
漸
く
下
火
と
な
り
、
全
国
大
会
が
秋
田
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
待
っ
て
ま
し
た
‼
」
と
ば
か
り
に
、
全
国
か
ら
馳
せ
参
じ
た
吟
友
は
総
勢
五
百

名
、
秋
田
杉
の
香
り
残
れ
る
“
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
”
は
曲
線
美
の
優
雅
な
立
派

な
ホ
ー
ル
で
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
は
伝
統
あ
る
郷
土
芸
能
・
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
て
い
る
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」。
此
の
大
会
に
参
加
す
る
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
受
付
係
を
仰
せ
付
か
り
、
小
室
慶
龍
さ
ん
と
二
人
、
背
中
に
幽
か
な
太
鼓
の
音
を

憾
め
し
く
聴
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
受
付
を
無
事
終
了
し
、
会
場
に
入
り
、

青
少
年
コ
ー
ナ
ー
の
見
事
な
吟
詠
を
聞
い
た
途
端
、
心
が
洗
わ
れ
た
よ
う
で
、「
な
ま
は
げ

太
鼓
」
の
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
口
惜
し
さ
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
舞
台
一
杯
に
並

ん
だ
秋
田
吟
道
会
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
少
年
少
女
達
が
「
芳
野
に
遊
ぶ
」「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

と
八
本
の
澄
ん
だ
吟
声
を
ホ
ー
ル
一
杯
に
響
か
せ
ま
し
た
。
そ
の
真
直
ぐ
で
爽
や
か
な
姿

に
満
場
の
拍
手
と
喝
采
。
将
に
、
吟
じ
終
わ
り
て
清
風
起
こ
る
、
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
記

載
通
り
の
「
秋
田
に
輝
く
未
来
の
星
々
」
で
し
た
。 

 

三
年
ぶ
り
の
地
方
大
会
と
あ
っ
て
舞
台
・
客
席
共
に
熱
気
に
溢
れ
、
予
定
通
り
、
万
歳

三
唱
で
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
で
花
巻
温
泉
・
結
び
の
宿
愛
隣
館
へ
移
動
し,

打

ち
上
げ
。
大
宴
会
は
い
や
が
上
に
も
盛
り
上
が
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
全
員
が
日
吟
音
頭

船橋教場③ 
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の
踊
り
の
輪
の
中
に
笑
顔
で
揃
い
ま
し
た
。 

 
さ
て
、
最
終
日
は
五
台
も
の
大
型
観
光
バ
ス
を
連
ね
て
の
吟
行
研
修
会
で
す
。
里
深
い

風
光
明
媚
な
渓
流
沿
い
に
あ
る
愛
隣
館
を
後
に
し
て
、
バ
ス
は
東
北
道
に
入
り
ま
す
。
ベ 

テ
ラ
ン
の
ガ
イ
ド
さ
ん
は
待
っ
て
ま
し
た
、
と
ば
か
り
に
郷
土
の
誇
り
、
大
谷
翔
平
選
手

の
話
題
一
辺
倒
と
な
り
ま
し
た
。
暫
く
し
て
、
左
手
に
見
え
る
低
山
の
中
腹
に
鮮
や
か
な

新
緑
の
芝
が
見
え
ま
し
た
。
広
い
グ
ラ
ン
ド
、
何
か
の
コ
ー
ト
ら
し
き
も
の
も
散
見
さ
れ

ま
す
。
数
棟
の
校
舎
と
思
え
る
建
物
は
瀟
洒
な
感
じ
で
、
そ
の
白
さ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
が
、
今
、
世
界
中
の
人
達
の
注
目
の
的
、
大
谷
翔
平
選
手
の
出
身
校
・
花
巻
東
高

等
学
校
で
す
。
皆
さ
ん
、
写
真
は
撮
り
終
わ
り
ま
し
た
か
？
」
と
ガ
イ
ド
さ
ん
の
問
い
か

け
に
OK
サ
イ
ン
が
出
る
と
、
超
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
だ
っ
た
バ
ス
も
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
谷
翔
平
選
手
の
話
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
本
当
は
、
こ
こ
で
宮
沢

賢
治
記
念
館
の
お
話
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
・
・
・
」
と
言
い
乍
ら
も
ガ
イ

ド
さ
ん
は
相
変
わ
ら
ず
翔
平
選
手
の
話
題
で
す
。
翔
平
選
手
の
命
名
に
は
、
最
初
父
上
が

奥
州
地
方
で
最
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
日
本
人
で
あ
る
歴
史
的
に
も
有
名
な
武
将
の
名
を
考

え
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
祖
父
上
が
過
去
の
歴
史
上
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
偉
業
は
限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
た
め
、「
翔
」
と
い
う
字
の
も
っ
と
も
大
き
く
、
自
由

に
大
空
を
羽
搏
く
よ
う
な
感
じ
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
か
ら
「
翔
平
」
に
決

定
し
た
そ
う
で
す
。
私
は
、
こ
の
話
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
過
去
を
土
台
に
し

て
未
来
に
大
き
く
羽
搏
く
、
高
い
見
識
を
お
持
ち
の
ご
家
族
に
育
ま
れ
、
愛
さ
れ
、
世
界

中
か
ら
尊
敬
・
称
讃
を
う
け
る
大
リ
ー
ガ
ー
が
誕
生
し
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
や
、

そ
の
翔
平
少
年
は
全
世
界
が
熱
狂
す
る
野
球
界
の
雄
と
な
り
、
ご
家
族
の
期
待
の
応
え
た

人
物
と
な
り
ま
し
た
。 

 

や
が
て
宮
沢
賢
治
記
念
館
に
到
着
し
、
こ
の
話
題
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

 

前
人
未
到
の
記
録
を
次
々
と
打
ち
立
て
る
天
才
大
リ
ー
ガ
ー
と
し
て
、
世
界
中
の
人
々

か
ら
愛
さ
れ
る
大
谷
翔
平
選
手
は
日
本
の
誇
り
で
す
。
百
年
後
に
は
奥
州
が
輩
出
し
た
天

才
・
偉
人
と
し
て
宮
沢
賢
治
と
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
若
葉
の
季
節
に
訪
れ
た

東
北
地
方
で
の
三
日
間
は
と
て
も
有
意
義
で
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
皆
々
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
の
総
本
部
及
び
本
会
の
主
な
催
事
予
定 

 

◆
第
五
十
九
回
日
本
吟
道
青
少
年
吟
道
大
会
＆
壮
心
の
集
い 

   

日
時 

令
和
六
年
三
月
二
十
三
日
（
土
）
会
場 

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
小
ホ
ー
ル 

 

◆
南
洲
吟
道
会
創
立
五
十
周
年
記
念
大
会
（
感
謝
の
集
い
）  

   

日
時 

令
和
六
年
四
月
七
日
（
日
）
会
場 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷 

 

大
会
参
加
者
は
リ
ハ
ー
サ
ル
に
ご
出
席
下
さ
い
。
欠
席
者
は
指
導
者
に
ご
連
絡
を
。 

・
第
一
回
リ
ハ
ー
サ
ル
令
和
六
年
二
月
二
十
五
日
（
日
）
十
三
時 

白
鷺
高
齢
者
会
館 

・
第
二
回
リ
ハ
ー
サ
ル
令
和
六
年
三
月
十
七
日
（
日
）
予
定 

十
三
時 

白
鷺
高
齢
者
会
館 

 

◆
第
七
十
四
回
日
本
吟
道
全
国
大
会 

  
 

日
時 

令
和
六
年
五
月
二
十
四
日
（
金
）
会
場 

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

 

◆
そ
の
他
、
六
月
迄
の
本
会
の
予
定 

   

東
京
地
区
講
習
会
参
加 

令
和
六
年
二
月
十
日
（
土
）
会
場 

小
松
川
区
民
館 

 
 

春
季
昇
段
審
査
会 

 

総
会 

 

編
集
後
記 

 

会
員
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

四
月
に
は
南
洲
吟
道
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
創
立
五
十
周
年
記
念
大
会
が
あ
り
、
そ
れ
に

向
け
て
お
稽
古
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
日
頃
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
て
、

大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
今
迄
に
な
か
っ
た
様
な
災
害
や
事
件
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
本
年
は
世
の
中

が
安
定
し
、
安
居
楽
業
が
夢
の
ま
た
夢
で
は
な
く
、
長
楽
萬
年
の
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

念
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
向
寒
の
時
節
、
皆
様
に
は
健
康
に
配
慮
し
て
、
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
（
広
報
局
） 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

広
報
局
長 

手
塚
憲
龍 

 

記
録
部
長 

 

稲
葉
龍
誠 

広
報
部
長 

萩
野
進
龍 

 

編
集
部
長 

 

佐
藤
千
祥 

Ｈ
Ｐ
担
当  

菊
地 

務 


